
令和３年度第１回宗像市都市計画審議会 

＜第１号議案＞ 

 

 

福岡広域都市計画地区計画の変更 

広陵台地区 

（宗像市決定） 
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新旧対照表 

（新） 

                                    が変更部分 

名  称 広 陵 台 地 区 地 区 計 画 

位  置 宗像市広陵台一丁目及び広陵台二丁目の各一部 

面  積 約４．８ヘクタール 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地区計画の目標 

 

当地区は、ＪＲ鹿児島本線赤間駅から南東へ約 3 キロメ

ートル、ＪＲ教育大前駅から南へ約１．７キロメートルに

位置し、広陵台団地の利便を増進する地域として計画的に

造成された地区である。  

そこで、計画された建築行為について地区計画を定める

ことにより、隣接する低層住宅の環境と利便性に配慮した

良好な市街地の形成を目標とする。  

土地利用の方針 

 

隣接する低層住宅地と調和のとれた街づくりを図りなが

ら、地域住民の生活の利便性を増進する地区としての土地

利用を促進する。  

 

建築物等の整備

の方針 

 

 良好な環境の市街地を形成するため、建築物の用途  

の制限と建築物の高さの最高限度等を設定する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（旧） 

                                    が変更部分 

名  称 広 陵 台 地 区 地 区 計 画 

位  置 宗像市広陵台一丁目及び広陵台二丁目の各一部 

面  積 約４．８ヘクタール 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地区計画の目標 

 

当地区は、ＪＲ鹿児島本線赤間駅から南東へ約 3 ㎞、Ｊ

Ｒ教育大前駅から南へ約１．７㎞に位置し、広陵台団地の

利便を増進する地域として計画的に造成された地区であ

る。  

そこで、計画された建築行為について地区計画を定める

ことにより、隣接する低層住宅との環境と利便性に配慮し

た良好な市街地の形成を目標とする。  

土地利用の方針 

 

隣接する低層住宅地と調和のとれた街づくりを図りなが

ら、地域住民の生活の利便性を増進する地区としての土地

利用を促進する。  

 

建築物等の整備

の方針 

 

 良好な環境の市街地を形成するため、建築物の用途  

の制限と建築物の高さの最高限度等を設定する。  
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新旧対照表  
（新） 

                                  が変更部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地区計画の区域及び地区整備計画の区域は計画図表示のとおり」 

 

 

（旧） 

     が変更部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地区計画の区域は計画図表示のとおり」 

 

 
 

地 
 
 
 

区 
 
 
 

整 
 
 
 

備 
 
 
 

計 
 
 
 

画 

 
 

建 
 

築 
 

物 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

事 
 

項 

地区の

区 分 

地区の名称 広陵台利便施設地区 

地区の面積 約２.１ヘクタール 

建築物等の用

途の制限 

次の各号に掲げる建築物及びこれに付属する建築物

以外の建築物は建築してはならない。  

１住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿及び兼用住宅  

２店舗等の床面積が 1,500 平方メートル以下のもの 

３事務所等の床面積が 500 平方メートル以下のもの 

４診療所、病院  

５保育所で収容人数が 200 人を超えないもの  

６倉庫等で火薬、石油類、ガス等の危険物の貯蔵、  

処理の量が非常に少ない施設でかつ、床面積が 1,5 

00 平方メートル以下のもの 

７市長が公益上必要な建築物で用途上又は構造上  

やむを得ないと認めたもの 
建築物の延べ面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

 

 

建築物の建築面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

 

建築物の敷地面積

の最低限度 
２００平方メートル 

建築物の高さの

最高限度 
１０メートル 

壁面の位置の

制限 

 建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面から道路

及び隣地までの距離は１メートル以上とする。  

垣又は柵の 

構造の制限 

 生け垣又は高さが１．２メートル以下の透視可能な

材料（高さが 60 センチメートル以下の部分はこの限り

ではない）で造られたものとする。  

建築物等の形

態又は意匠の

制限 

 建築物の形態・意匠は、景観計画（景観法（平成１６年

法律第１１０号）第８条第１項に規定する景観計画）に基

づいたものとする。 

備 考 用語の意義及び算定方法については建築基準法及び同法施行令の例によ

る。 

地区整備計画で定める制限の取扱いは、上記のほか別に条例で定めるもの

とする。 
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す 
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事 
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地区の

区 分 

地区の名称 広陵台利便施設地区 

地区の面積 約２.１ヘクタール 

建築物等の用

途の制限 

次の各号に掲げる建築物及びこれに付属する建築物

以外の建築物は建築してはならない。  

１住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿及び兼用住宅  

２店舗等の床面積が 1,500 ㎡以下のもの 

３事務所等の床面積が 500 ㎡以下のもの 

４診療所、病院  

５倉庫等で火薬、石油類、ガス等の危険物の貯蔵、  

処理の量が非常に少ない施設でかつ、床面積が 1,5 

00 ㎡以下のもの 

６市長が公益上必要な建築物で用途上又は構造上  

やむを得ないと認めたもの。  

 
建築物の延べ面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

 

 

建築物の建築面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

 

建築物の敷地面積

の最低限度 
２００㎡ 

建築物の高さの

最高限度 
１０ｍ 

壁面の位置の

制限 

 建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面から道路

及び隣地までの距離は１ｍ以上とする。  

かき又はさくの

構造の制限 

 生け垣又は高さが１．２ｍ以下の透視可能な材料  

（高さが 60 ㎝以下の部分はこの限りではない）で造  

られたものとする。  

建築物等の形態

又は意匠の制限 

 建築物の外壁は刺激的な色彩又は装飾を用いないものと

する。 

備 考 用語の意義及び算定方法については建築基準法及び同法施行令の例によ

る。 
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